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整備・修理には安心の「純正品」をご指定ください
純正部品以外を使用すると、本来の性能が十分に発揮
されない場合があるばかりではなく、万一不具合が発
生した際に保証対象外となる可能性があります。

■

≪始業点検・定期点検整備・消耗部品交換を怠ると大変危険です≫≪始業点検・定期点検整備・消耗部品交換を怠ると大変危険です≫

■　１日１回、運行開始前には取扱説明書に記載されている始業点検項目に基づき点検を実施してください。
　　・タンク本体とフレームの傷・変形・亀裂・固縛部のボルトのゆるみを目視またはハンマーテスト等にて点検。
　　・各部配管接合部（配管・底弁・マンホール等）からの漏れがないか点検。
　　 （エア式はエアホース接続部含め作動状況・傷・漏れ等も点検する）
　　・アースリール・アースプレート・排出ホースの導通テスト。
　　・底部自動閉鎖装置の緊急レバー作動状況（正規位置まで作動するか）・ロッド・ピン等の
　　　ガタ、錆びの点検。　　 （緊急レバー・ロッド・ピン等は必ず給油脂を行ってください）
■タンク内に入るときは必ずガス抜き洗浄を行い、ガス濃度を確認し安全措置（換気等）を講じ点検をお願いします。

タンクローリは「架装物安全点検制度」対象車両です、各種点検整備を実施いたしましょう。

危険物タンクローリには消防法による点検が義務付けられています。危険物タンクローリには消防法による点検が義務付けられています。
点検・整備は架装物の安全点検制度で安心！！点検・整備は架装物の安全点検制度で安心！！
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危険物タンクローリ編

●事業用貨物自動車は1日に1回、運行開始前に始業点検を行うことが義務付けられていますが特に危険物の
移送をする者には、移送開始前にタンクの底弁その他の弁、マンホール及び注入口のふた、消火器等の点検
を行うことになっています。（危険物の規制に関する政令第30条2の1）

●危険物を運搬するタンクローリは、1年に1回以上の定期点検を行わなければなりません。
この定期点検は危険物取扱者が行うか、その資格を持った者が立ち合い記録を３年間保存しなければなりません。

●危険物の規制に関する技術上に定める消防危第33号並びに「告示71条の３」により移動タンクの再検圧を完
成検査済証の交付を受けた日または前回の再検圧を行った日から、５年を経過する日の属する月の末日まで
の間に１回以上行い、その記録は10年間保存しなければなりません。
（消防法第14条の３の２・危険物の規則に関する第62条の４・６・８）
※消防法に違反した際は、30万円以下の罰金に処されます。

●流量計取付タンクローリは計量法に基づき５年以内に「流量計」の再検定を受けなければなりません。
（計量法第19条・21条の２　計量法施行令別表第３（第12条・第18条関係）
※消防法第173条により、計量法第19条の１項２項に違反した際は、50万円以下の罰金に処されます。

【法令に基づく始業点検・定期点検】
タンクローリは法令規則により、始業点検・定期点検が義務付けられていますタンクローリは法令規則により、始業点検・定期点検が義務付けられています

安全弁スクリーン破損 ホースリールホースひび割れ パッキン劣化による液漏れ ポンプ液漏れ 消火器期限切れ



※特装車の点検整備 ・部品交換は専門的な技術と設備のある、 各メーカー指定サービス工場でお受けください。
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タンクローリは「消防法及び架装物安全点検制度」対象機種です。１年に1回、定期点検を行いましょう。タンクローリは「消防法及び架装物安全点検制度」対象機種です。１年に1回、定期点検を行いましょう。

2026年（黄色）2024年（水色） 2025年（黄緑色）

本ステッカーは、架装物の安心・安全の指
標としてご利用いただいております。なお、
架装物の安全点検制度に必要なツールを
準備し車体工業会に登録したメーカーの
指定サービス工場が貼付けできます。

『年次点検』を実施した車両には架装物安全点検制度ステッカーを貼付け ■ 架装物の性能を維持することができます。
■ 安心感を持って業務（作業）ができます。
■ 故障、修理による稼働率の低下を防ぎます。
■ 不要な修理費を最小限に抑えることができます。
■ 突然のトラブルを未然に防止します。

※

タンクローリのポンプを長期間使用しない場合の注意事項
機能保持のため、各メーカの取扱説明書を参照し点検を実施してください。
　　   　a）配管及びポンプへ灯油、軽油、重油等の引火点40℃より高い液体を入れて、定期的にポンプをアイドリングしてください。
　　  　 b）タンクローリを長期間使用しないことが見込まれる場合は、ポンプに防錆液を封入してください。
参考例：

（名称・点検箇所は取扱説明書を参照してください）危険物タンクローリの各部名称と点検箇所危険物タンクローリの各部名称と点検箇所
【各部の名称（参考例）】

緊急レバー

側面枠

マンホール 注入口ハッチ

空気安全弁 検尺ベーパーリターンバルブ

ホース格納箱 アースリール

ポンプ切替弁

吐出弁・吐出口

緊急レバー

吐出弁・吐出口

積載物表示防護枠

「危」標識「危」標識

点検内容
点検時期

始
業
点
検

１
ヶ
月
毎

備考点検項目 12
ヶ
月
毎

傷、変形、亀裂、腐食等 ○○ ○ ◎  目視（５年毎に再検圧）

タンク固定金具 金具のゆるみ、
クッションベルトのはみ出し等 ○○ ○ ◎

 目視、ハンマーテスト等
 初期１～３ヶ月は特に注意して
 増締めしてください。

３
ヶ
月
毎

タンク本体、フレーム等

空気安全弁
 スクリーンの目づまり ○○ ○

◎ 作動圧力
 取付パッキンの漏れ

 目視
 機能試験等
 目視○

 検尺棒  パッキンの漏れ ○  目視
 マンホール  ボルトのゆるみ、漏れ ●  目視、ハンマーテスト等
 注入口  変形、漏れ ○● ○ ◎  目視、パッキン状態

 静電気除去外筒  変形、取付状況 ◎  目視
 防護枠・側面枠

底弁 
変形等 ◎  目視

作動状況、漏れ ○● ○ ◎  作動、目視、機能テスト
配管 変形、漏れ、ゆるみ、腐食等 ○● ○ ◎  目視、ハンマーテスト等

弁類（底弁を除く） 作動状況、漏れ ○● ○ ◎  目視、作動

底弁ハンドル部 作動状況、漏れ ○● ○ ◎
 目視、作動
 初期１～３ヶ月は特に注意して
 増締めしてください。

底部自動閉鎖装置 緊急レバー作動状況
ピン、レバー類の給油脂 ○○ ○ ◎  目視、ハンマーテスト等

アースリール
タンク本体とコード先端の
導通の有無、リール回転状況 ○○ ○ ◎  テスター

 目視、操作
アースプレートの導通 導通の有無 ○○ ○ ○  テスター
ホース口金間の導通 導通の有無 ○○ ○ ○  テスター

給油ホース・結合金具 変形、傷、劣化状況 ○○ ○ ◎
 目視、２年毎に交換
 傷、首折れ、ふくれ、ワイヤーの摩耗等
 の異常を発見したら交換してください。

表示・標識 汚れ、鮮明度 ◎  目視
ポンプ 漏れ、給脂 ○● ◎ ◎  目視

プロペラシャフト ゆるみ、損傷、給脂 ○ ○ ○  目視

消火器
変形、破損、腐食  目視、６ヵ月毎

 ６ヵ月毎
● ◎

機能 ◎
エア式底弁のエア回路 漏れ、破損、作動状況 ○○ ○ ○  目視、作動

 目視
 目視
 目視
 目視（トレーラは法規で３ヶ月毎）、触診

○ ○
○ ○
○ ○
○ ○

変形、漏れ
変形、漏れ
変形、漏れ

ガタ、ゆるみ、腐食

ホースリール
ノズル

パワーユニット
スペアタイヤキャリア

奨推ーカーメ・・・○）持保録記要（規法・・・◎規法・・・●

◎

○ ○ ◎

ツールボックス 取付部のゆるみ、損傷 ○ ● ●  目視、触診

底弁の作動確認

ベーパー弁部連動シャフトが底弁の開閉と同時にスムーズに動く
ことを確認してください。

底弁の作動確認 破損した状態で使用を
続けていませんか？

空気安全弁はタンク内部圧力の異常上昇による危険防止のため、タンク
に過度な圧力がかからないように設けるものです。安全弁テスト

※スクリーン及び周
囲の汚れをブラシ
　あるいは灯油等で
　洗浄してください。

安全弁目詰まり

空気安全弁の吸排気
は正常に作動してい
ますか？

空気安全弁に不具合が
起きると、タンクが変
形する危険があります。

※アースリール導　　
　通テスト

※各パッキン類漏れ　　
　劣化点検

※給油ホース傷・　　
　劣化点検検査

※タンク本体気密　　
（１回 / ５年）

※消火器取付状態
（ブラケット含む）

※緊急レバー給油
　脂・作動点検

※スペアタイヤの
　取付状態

法律で定められた定期点検項目（一例）法律で定められた定期点検項目（一例）※定期点検項目は各メーカーの取扱説明書を参照してください。
タンク再検圧検査 マンホール点検 底部自動閉鎖装置点検 アースリール導通 給油ホース点検 消火器点検 スペアタイアキャリア


